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［背景・目的］我が固においてレジャーダイビングが

本格的に普及してから20年以上が経ち，潜水医学の

知識や安全に対する考え方は徐々にではあるがダイ

パーたちに普及してきた。しかしながら，ダイビング事

故による死亡者・行方不明者は依然として少なくなく，

スキューパダイビングが国民的スポ｝ツとして今後さら

に発展するためには，ダイビングの現状と事故の実態

を分析し，事故を未然に防ぐための新たな対策が必

要と考える。今回，レジ、ャーダイビングの現状と安全

対策の現状を明確にする目的で、調査を行ったので、報

告する。

［方法］ダイビングの現状および事故の傾向について

は， DAN・ JAPANの調査に基づいて分析した。 レ

ジ、ャーダイビングの実施形態についてはアンケート調査

を実施した。調査対象は，潜水指導団体（発送25;

回収17），ダイビングリゾート（発送214；回収70），イ

ンストラクター（DAN会員のみ：発送3,434；回収

472），一般ダイパー（DAN会員：発送13,198；回収

2,576，非会員：発送200；回収76）とした。

［結果］レジャーダイパ一人口は2003年末で約

1,250,000名であり，新規のレジャーダイパーは毎年

50,000～70,000名であった。 2000年以降，エントリーレ

ベルにおいて40歳以上のダイパーの占める割合が約

25%程度にまで増加していた。

［考察］潜水医学研究による知見，ダイパーの現在の

年齢構成などを勘案すると，必ずしも安全対策上，充

分と言い切れない状況がある。ダイビングの安全対策

については，すでに指針や対策が存在するが，高齢

者ダイパーの割合も増えており，既存の指針や対策だ

けでは必ずしも充分な安全対策が講じられているとは

いえない。しかし，救助・救難体制，潜水医学面か

らの安全サポート，安全潜水に関する情報提供につい

ては，現在かなり改善が認められていることが示唆さ

れた。
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［目的］ダイビング中の事故（行方不明・死亡）につ

いては，この10数年間，減っているとは言い難い。今

回，スキューパダ、イピング事故の現状と傾向を明確に

する目的で、調査を行ったので、報告する。

［方法］ダイビングの現状および事故の傾向について

は， DAN・ JAPANの調査に基づいて分析した。レ

ジャーダイビングの実施形態についてはアンケート調査

を実施した。調査対象は，潜水指導団体（発送25;

回収17），ダイビングリゾート（発送214；回収70），イ

ンストラクター（DAN会員のみ：発送3,434；回収

472），一般ダイパー（DAN会員：発送13,198；回収

2,576，非会員：発送200；回収76）とした。

［結果］ 1995年以前の総事故者数は60名前後で、あっ

たが，近年は40名前後と減少していた。死亡者数は

1995年以前で、は30名前後であったが，近年は20名前

後に減少していた。死亡者については，過去も現在も

全事故者の約50%を占めていた。近年， 40歳以上の

事故・死亡者の割合が増加傾向にあった。また，イン

ストラクターが引率しているダイビングにおける事故件

数が増加していた。

［考察］アメリカ合衆国においては，死亡事故者数が

減少傾向にあり，事故者の年齢構成は40歳以上が

70%以上を占めている。近年，わが国でも40歳以上

のダイパーの死亡事故者が増加しており，年齢構成は

欧米型に近づ吉つつある。この傾向は，ダ、イパ一人口

に占める40歳以上のダイパーの増加率を上回っている。

一方，いわゆるブFランクダイパーの事故が多いことも示

唆される。基本事項の遵守（単独潜水をやめるな

ど）によってレジ、ャーダ、イピングの事故はかなり減らせ

るのではなし、かと考える。
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